
や
う
に
見
え
る
O
接
触
面
に
勤
し
で
祉
状
節
理
の
向

き

が
型
の
通
わ
で
あ

る
か
ら
'
貸
地
に
就
て
観
察
す
る

時

は
､暦

7
暦
驚
異
の
外
は
無

い
｡
乙
の
天
然
記
念
物
は
､

開
賀
海
岸
を
､
此
魔
ま
で
延
長
し
て
.
或
は
軍
掬
は
保
護

し
た
い
は
元
よ
み
の
TJ
と
な
が
ら
'
前
記
横
張
部
の
寓

鼎
と
も
鼎
常
は
距
離
が
あ
る
の
と
ー
指
定
地
の
分
布
摘

個
と
は
ょ
つ
て
､
を
の
饗
あ
る
も
公
に
指
定
の
名
を
和

ら
れ
伯
は
､
心
を
き
岩
脈
に
勤
し
で
､
同
情
の
戚
な

き
を

柑
船
｡
否
学
界
の
強
め
遺
憾
に
皿
ふ
の
外
は
無

い
｡
(完
)

(昭
利
一
〇
､
七
､
一
五
柄

)

江
濃

境

上

に
於

け

る
美

濃

の
山

村

-
揖
斐
郡
春
日
甘
辛
iL
屋
に
就

い

て
-

ケ々

寸

秋

江

桓

･士

5
'
序

.
伊
吹
山
に
磯
源
し
て
本
流
揖
斐
川
と
オ
ブ
セ
ケ
ン
ト

の
流
路
を
取
む
つ
J
鮎
川
断
層
線
h
t北
流
す
る
粕
川
は

近
江
カ
ル

ス
ト
登
仙
山
近
傍
は
磯
源
し
て
鈴
鹿
養
老
繭

傾
動
地
塊

間
の
断
層
角
窪
地
を
オ
ブ
セ
ケ
ン
ト
に
北
流

す
る
揖
斐
川
支
流
の
牧
田
川
と
は
舶
似
形
の
姉
妹
渓
谷

江
浪
塊
上
に
於
け
る
英
淡
の
=_
料

を
為
し
て
居
る
0

而
し
て
此
の
粕
川
め
薪
班
宋
蕗
が
揖
斐
部
春
日
甘
辛

古
屋
で
あ
わ
､
牧
田
州
毎

そ
れ
が
養
老
那
時
柑
字
時
山

で
あ
る
｡
此
の
姉
妹
賂
谷
は
於
け
る
二
つ
の
筋
頭
衆
静

は
各
々
直
線
距
離
的
に
は
平
野
を
距
る
事
儲
か
に
数
肝

の
地
鮎
で
は
あ
る
が
'
重
度
た
る
山
岳
に
国
縫
さ
れ
て

二〇七

拘
束
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節

二
十
四
怨

節
三
助

ニ
0
(

四
六

居
る
渇
は
炭
焼
を
本
業
と
し
製
茶
を
副
業
と
す
る
水
田

皆
無
の
模
式
的
在
る
純
情
村
生
活
を
偽
す
鮎

に
放
て
､

賂
亦
江
濃
境
に
あ
-
て
地
珊
的
に
も
歴
史
的
に
79
近
江

と
の
文
化
的
交
渉
多
-
､
言
は
ば
美
濃
文
化
の
影
響
比

較
的
稀
薄
な
る
孤
島
的
文
化
丑
軌
を
量
す
る
鮎
に
於
で

姉
妹
硲
頭
緊
蕗
と
し
て
の
地
即
撃
的
興
味
が
あ
る
｡

本
文
は
か
ゝ
る
封
比
的
在
る
研
究
意
図
を
持
っ
て
爾

三
度
古
屋
を
訪
れ
た
る
折
の
見
聞
銀
で
あ
っ
て
､
本
誌

第
二
十
四
令
姉

一
能
に
掲
載
さ
れ
た
る
時
山
に
観
す
る

拙
稿
の
甫
桶
と
重
富
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

こ
､
交

通

路

古
屋

へ
の
主
要
交
通
路
は
'
(
1
)粕
川
の
薪
口
宋
落

苗
場
か
ら
谷
壁
の
山
勝
を
六
各
､
川
合
､
中
山
等
の
釆

蕗
を
経
て
約
十
三
粁
沸
上
す
る
か
､
(
二
)
不
破
郡
岩
手

相
学
谷
よ
わ
北
西
に
約
六
粁
源
按
五
百
六
十
米
の
峠
路

を
越
え
て
入
る
か
'
(
≡
)鋪
ケ
原
町
字
小
踊
よ
み
北
に

約
六
粁
海
抜
大
官
四
十
米
の
峠
路
を
越
え
て
行
-
か
'

(
四
)
叉
は
近
江
坂
氾
郡
春
用
村
字
上
平
寺
よ
-
海
抜
入

官
八
十
米
の
上
平
寺
越
凡
そ
六
肝
の
坂
路
を
揮
ぶ
か
で



あ
る
0

言
ふ
迄
も
な
-
‖
ti
等
の
両
逆
は
日
極
小
す
ら
油
じ
な

い
群
の
喰
し

い
小
村
で
従
少
以
外
に
手
段
は
な

い
｡
此

の
僻
が

lJ
に
此
の
付
と
し
て
純
然
た
る
文
化
的
瓜
i
?
班

終
わ
ら
し
め
て
居
る
の
で
あ
る
.

過
-
馳
ケ
城
外
恥
常

時
､
放
牌
･A.･)
喜
多
秀
家
は
跳
ケ
.iS
か
ら
此
の
谷
に
分
け

入
り
細
川
を
下
流
ま
で
披
け
て

卓
滋

に

助

け
ら
れ
'

江
汝
境
上
に
於
け
る
碇

決
の
川
村

小
西
行
長
は
此
の
布
の
中
央
に
隠
れ
て
速
ーこ
輔

へ
ら
れ

ね
｡
港
老
郡
時
-;
布
か
ら
近
江
に
迫
す
る
･.3
帥
弟
弘
の

敗
走
肺
に
此
し
て
登
場
人
物
の
武
牌
の
稚
泥
が

rT
ヅ
ビ

ー

エ
ン
ド
で
な
か
っ
た
だ
け
に
･.q
愁
身
に
泌
み
る
川
路

で
あ
る
｡三

'
繋

落

形

態

安
蘇
は
長
谷
川
(
新
川
の
川
合
か
ら
上
流
を
1T一一=ふ
)
右

:.'ii
の
谷
喋
又
は
狭

い
河
成
段
丘
面
に
密
集
し
て
階
段
状

を
為
し
'
左
･:;
ほ
は
〓
二

二
軒
箔
者
の

｣
夜
の
柄
と
な

っ
た
伊
吹
仲
井
他
が
稚
拙
の

.
端
の
懸
･2
.-二
は
'
-;
読

す
る
谷
川
を
)tS
に
し
て
例
外
的
な
仲
沢
を
見

せ
て
ゐ
る

の
み
で
あ
る
｡

家
.3
5排
列
は
仝
-
平
地
の
少

い
谷
碓
斜
附
の
地
形
保

仲
に
制
約
さ
れ
て
9
6
ち
-

で
あ
か
'
使

っ
て
家
の
向

き
も
口
普
･O
を
考
慮
し
て
あ
る
と
は
瓜

へ
る
が
必
ず
し

も

ll
致
し
て
居
な

い
｡
家
砧
形
8
2･･]:は
入
相
旭
光
山
井
平
尾

紐
の
中
人
か
普
油
で
'
瓦
葺
の
79
の
は
化
か
に
小
学
校

の
分
故
堀
井
他
'二
川
軒
に
過
ぎ
な

い
.
他
に
ト
ク
ソ
苫

二
4.M
t
彪
度
止
も

1L
二
見
受
け
ら
れ
た
｡
荒
井
が
火
多

f:Oie

四
七



嶋

濃

蝉
二
十
円
●

象
を
占
め
て
居
る
の
は
茸
の
生
産
の
多

い
山
村
の
一
般

的
特
赦
で
あ
る
0

樹 三 第

韓左川谷長と尾舌村山

tI望 みよ(方西)

鱒

]]7t

TTT0

嶋
<

要
す
る
に
廉

い
虎
を
持
た
な
い
小
両
横
の
宅
地
､
勾

配
の
急
な
る
屋
根
の
形
式
'
家
屋
相
互
の
番
集
､
集
林

な
き
裸
材
'
そ
れ
等
は
山
谷
猫
額
大
の
地
形
と
降
雪
量

の
多

い
伊
吹
山
東
麓
の
呆
侯
の
制
約
A
J受
け
た
必
然
的

現
象
で
あ
ら
う
が
､

一
方
に
放
て
は
耗
山
村
生
活
の
形

最
も
日
を
惹

い
た
の
は
美
漁
の
平
坦
部
で
は
見
ら
れ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

な

い
入
母
屋
萱
草
の
異
式
の
二
階
建
と
'
入
母
屋
重
大

の
萱
草
と
の
豪
尾
構
造
で
あ
る
.
並
等
は
後
に
紀
逃
す

る
如
-
荘
江
と
の
文
化
的
交
渉
の
結
果
で
は
な
い
か
と

考
へ
る
0

固 四 第

棄 民 の 稽 古

がろ居てつなに鑓鴨二は展寮の粛正

いなら分はに瞭明に蛙の木揮

式
が
兼
落
と
し
て
耕
-
の
如
-
非
鼻
耕
的
来
港
形
瀬
は

f
lで
規
定
し
て
行
-
の
で
あ
ら
う
｡



四
､
人

口

聞
-
魔
は
依
れ
ば
､
明
治
十
八
年
は
放
け
る
育
屋
は

戸
数
僅
か
に
十
七
月
の
小
梁
蕗
は
過
ぎ
な
か
っ
た
が
､

明
治
升
四
年
に
は
甘
二
月
に
聯
加
し
､
昭
和
五
年
の
セ

ン
サ
ス
に
は
人
口
二
宮
〇
三
人
'
昭
和
十
年
の
現
在
で

は
戸
数
三
十
五
月
'
人
口
二
百
三
十
八
人
に
達
し
で
屠

る
.
他
の
多
-
の
山
村
に
放
け
る
が
如
き
人
口
漸
減
現

象
夜
P
,の
み
な
ら
ず
､
最
近
五
十
年
間
に
二
十
割
の
増

加
率
を
す
ら
示
し
て
居
る
.
大
髄
春
日
村
は
本
籍
人
口

六
'

一
四
五
人
'
現
任
人
口
四
'
二
〇
二
人
で
離
村
者

二
千
名
に
達
し
'
鼎
川
谷
北
部
の
美
廃
は
其
傾
向
特
は

顕
著
で
あ
る
｡
然
る
に
同
系
の
谷
で
あ
少
な
が
ら
i;
局

は
共

.i
月
昏
人
口
数
六
､
八
人
ほ
し
で
古
屋
を
含
む
春

日
村
の
平
均
五
､

一
人
に
此
し
て
甚
し
-
人
口
発
覚
の

姿
を
見
せ
､
次
男
以
下
の
子
女
の
南
都
離
村
乃
至
は
他

農
相

へ
の
出
稼
現
象
僅
少
在
る
事
堅
ボ
し
て
居
る
.
此

度
に
も
谷
保
に
位
置
す
る
孤
立
宋
罫
の
1
特
異
性
が
現

は
れ
で
居
る
棟
に
瓜
ふ
｡

五
､
経

済

生

活

沈
聴
琉
上
に
於
け
る
弟
鵜
の
山
村

菅
尾
の
鷹
擁
塵
活
の
基
調
を
瓜倒
す
地
域
は
押
叉
谷
､

尾
叉
谷
､
華
又
谷
､
栗
尾
谷
.
米
華
叉
谷
､
月
谷
'
藤

川
谷
､
池
谷
の
入
谷
で
あ
る
｡
釆
尾
谷
に
は
蕨
菅
が
多

-
戸
谷
に
は
山
淑
魚
の
棲
息
を
見
る
外
p
池
谷
に
は
石

楠
花
の
群
落
が
あ
る
が
､
主
要
生
活
資
源
は
以
上
の
谷

々
の
木
材
を
原
料
と
L
ttJ
生
産
さ
れ
る
肯
屈
茨
と
栴
す

る
黒
炭
で
あ
る
.
茨
の
原
料
は
在
る
木
は
樺
'
樫
､
モ

ミ
デ
も

カ
タ
シ
デ
'

ア
カ
シ
デ
､

メ
ゾ
ラ
等
の
十
年

二
十
年
を
露
光
79
の
で
'
炭
質
も
凡
そ
此
の
順
序
に
総

ふ
｡
竃
に
入
れ
て
焼
-
に
三
日
､
冷
や
す
に
四
日
'
製

造
日
数
は
約

山
過
間
で
あ
る
｡

国
衆
高
は
l
竃
平
均
二
宵
貰
う
地
元
で
絹
ん
だ
五
賞

の
萱
俵
に
諦
め
て
四
十
億
'
然
し
金
生
産
工
横
を
考
慮

は
入
れ
る
と

一
日
平
均
二
億
ほ
し
か
な
ら
取
と
言
ふ
｡

何
度
の
山
で
も
溌
櫨
の
平
均
生
産
力
に
は
大
差
が
覆

い

ら
し
い
｡
本
年
は
一
俵
の
値
段
が
凡
を
七
十
五
鏡
､
原

料
代
は
木
炭
三
億
に
つ
き

山
国
を
要
す
る
と
言
ふ
か
ら

簡
単
在
る
原
償
計
算
を
す
れ
ば
原
料
代
と
手
間
代
は
年

々
で
あ
る
｡
然
し
古
屋
か
ら
岩
手
柑
攻
で
運
ぶ
と
し
て

三
一

四
九



地

球

妨

二
十
四
容

共
運
賃

一
俵
に
付

き
十
三
銀
､
外
は
俵
代
木
炭
検
査
料

其
他
諸
掛
を
控
除

し
な
け
れ
ば
な
ら
伯
か
ら

一
口
の
平

均
収
入
は
意
外
に
少
な

い
も
の
で
あ
ら
う
｡
炭
焼
は
九

月
上
旬
に
始
っ
て
十

li
月
下
旬
は
終
る
か
ら
此
の
三
ケ

月
間
に
生
ず
る
木
炭
の
嚢
上
高
が

一
年
間
の
主
た
る
収

入
で
あ
る
｡

木
炭
の
運
賃
は
古
屋
で
は
定
額
で
は
を
-
共
時
の
炭

俵
に
比
例
す
る
'

-i
般
的
に
言

へ
ば
人
力
に
依
る
木
淡

の
運
賃
は
非
常
に
高

い
の
で
､
そ
れ
が
製
炭
兼
の
死
命

を
刷
す
る
事
と
も
な
-
'
運
賃
か
ら
見
た
木
次
の
製
造

国
と
か
'
数
億
の
騰
落
に
依
み
て
左
石
さ
れ
る
製
造
中

間
圏
が
距
離
的
に
成
立
す
る
｡
惰
っ

て僻
遠
山
村
の
救

酒
は
製
炭
木
材
等
の
万
両
か
ら
諭
ず

るな
ら
ば
､
党
づ

ト
ラ
ッ
ク
道
路
の
建
設
が
急
務
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て

居
る
｡
言
は
ヾ
木
炭
製
造
脚
の
横
大
が
山
村
振
興
の

ti

助
と
在
る
と
云
ふ
評
で
あ
ら
う
｡
但
し
木
次
基
地
の
運

搬
を
以
て
産
業
と
す
る
人
達
は
､
-
ラ
ッ
ク
道
路
の
建

設
に
依
-
で
滑
費
経
済
の
刺
戟
を
受
る
の
み
な
ら
ず
'

樽
業
と
言
ふ
珪
清
華
帝
線
上
に
躍
か
れ
て
文
化
の
浸
洞

終
三
雛

≡
ニ

五
〇

と
典
は
生
活
苦
を
恐
れ
な
け
れ
ば
在
ら
な

い
の
は
悲
し

む
ベ
q
J事
賓
で
あ
ら
う
｡

却
散
'
此
の
村
の
副
業
は
何
か
｡
製
茶
で
あ
る
｡
も

と
-

粕
川
谷
は
封
鍵
時
代
よ
少
西
山
茶
と
柄
す
る
茶

所
で
あ
っ
た
.
皿
ふ
に
各
期
間
三
八
乃
至
四
尺
の
積
雪

墓
室

不
す
浜
岡
の
四
十
五
度
以
上
の
急
傾
斜
面
の
谷
壁

が
茶
園
と
な
っ
て
斯
業
の
隆
昌
を
見
る
ほ
至
つ
空
漫
画

に
は
'
(
一
)
谷
間
の
急
斜
面
は
平
面
に
較
べ
て
霜
事
が

少
な

い

(証
､
同
じ
斜
面
で
も
尭
向
斜
面
は
霜
審
多
L

と
言
ふ
)､
(
二
)南
北
走
向
の
操

い
断
層
伎
蝕
谷
は
北
酉

の
各
期
の
季
節
風
の
蔭
で
比
較
的
牧
か
い
等
言
ふ
自
然

櫨
件
の
外
に
､
(
≡
)
此
の
硲
離
党
蕗
の
純
山
村
式
生
活

成
就
が
虫
村
の
生
活
様
式
は
較
べ
て

摘
発
期
の
五
月

末
か
ら
六
月
に
か
け
て
特
に
算
働
力
に
飴
刺
を
生
ず
る

事
､
(
四
)製
茶
原
料
の
木
炭
が
豊
富
で
あ
る
却
'
(
五
)

重

い
木
次
を
軽

い
茶
は
慶

へ
て
運
ぶ
山
地
特
有
の
交
通

地
排
的
意
義
が
含
ま
れ
て
居
る
輩
等
の
坪
由
が
伏
在
す

る
で
あ
ら
う
轟
は
'
養
老
郡
の
時
川
の
場
合
と
同

一
で

あ
る
0



:-
の
人
の
茶
株
の
蛍
産
カ
は

7
日
は
約
二
異
目

(iii

共
で
約
八
賞
､葦
老
郡
時
-;
ほ
於
て
79
を
う
で
あ
っ
光
)

で
､
恭

一
貫
目
最
高
二
圃
五
輪
銀
､
最
成

一
図
三
十
康

平
均

一
図
八
拾
銀
内
外
で
あ
る
.
生
薬
の
原
料
代
約

一

割
と
挿
せ
ら
れ
る
か
ら
山
村
に
は
現
金
収
入
を
衛
す
覚

束
な
る
副
業
で
あ
ら
う
｡
出
荷
圏
は
不
破
郡
の
観

ケ
原

垂
井
で

l
部
が
長
波

へ
移
出
さ
れ
る
.
長
潰
商
人
の
取

引
は
か
な
-
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
｡

養
茸
は
友
子
が
主
機
で
あ
る
｡
本
年
は
繭
の
値
段
が

精
見
直
し
て
居
る
の
で
飼
育
の
家
を
多
-
凝
見
し
允
｡

此
の
村
の
特
産
物
と
し
て
は
薄
新
玉
に
薬
草
が
あ
る
｡

前
者
は
栽
培
容
易
で
あ
る
為
に
茶
畑
'
桑
畑
等
は
混
生

せ
し
め
て
､
品
質
優
良
多
産
､
垂
井
､
府
中
､
槻
ケ
原
､

大
垣

へ

かな
ら
出
荷
さ
れ
る
｡
薬
草
は
伊
吹
皆
乗
'
千

体
'
輩
蓮
､
サ
イ
シ
ン
､
房
凪
等
で
野
塾
と
栽
培
の
二

積
数
が
あ
る
｡
現
在
春
日
相
に
は
薬
草
組
合
が
組
織
さ

れ
て
屠
る
の
で
其
手
を
鮭
王
蓋
月
さ
れ
る
が
p
昔
は
そ

の
ま
ゝ
江
州
の
上
野
に
運
び
出
n
れ
て
有
名
在
る
伊
吹

薬
草
と
し
三
男
出
さ
れ
た
｡
此
の
蔀
は
古
屋
が
伊
吹
山

江
淡
境
上
に
於
け
る
弟
淡
の
川
村

を
中
心
と
し
わ
近
江
の
塾
葦
栽
培
圏
内
は
あ
る
特
異
な

現
象
で
､
古
屋
を
訪
れ
る
外
雑
著
の
多
-
が
植
物
研
究

者
で
あ
る
所
以
で
も
あ
る
｡

大
､
静

働

一
年
間
に
於
け
る
鼻
働
力
利
用
の
状
態
を
見
る
と
雪

の
消
え
る
春
先
に
は
男
は
冬
鶴
川
其
他
自
家
用
の
薪
を

切
少
､
女
は
谷
壁
の
畑
地
で
茶
や
桑
の
畑
仕
事
ほ
か
ゝ

る
｡
巡
検
途
上
に
眺
め
た
畑
の
耕
作
者
は
殆
ん
ど
全
部

と
言
っ
て
良

い
程
女
子
で
あ
っ
た
｡
瓜
ふ
け
川
村
古
屋

の
急
斜
面

(
想
像
以
上
の
急
斜
両
で
'･･h
ツ
と
立
っ
て
居

る
だ
け
で
も
危
険
を
戚
ず
る
様
な
高

い
虞
が
多

い
)
の

畑
は
甲
斐
々
々
し
-
｢
た
つ
J
け
｣
を
楓

い
ね
是
等
女
性

の
殆
凡
ど
猟
占
的
職
場
で
あ
る
ら
し

い
｡

TrT17.月
下
旬
頃
か
ら
約
二
十
日
間
は
茶
楠
と
茶
捺
が
行

は
れ
る
｡
所
謂
製
茶
時
期
で
あ
る
｡
硝
薬
後
は
施
肥
の

仕
事
に
か
J
る
｡
革
を
刈

っ
て
入
れ
る
の
で
あ
る
｡
次

は
養
驚
で
あ
る
が
､
夏
麓
は
七
月
廿
日
頃
上
族
す
る
の

で
夏
の
終
身
に
も
桑
畑
の
施
肥
が
行
は
れ
る
.
峯
の
晴

れ
ね
九
月
初
旬
か
ら
十

一
月
米
食
で
は
山
は
出
て
本
業

三

三

五

t



地

球

節
二
十
四
番

の
汲
む
焼
-
.
炭
は
製
造
人
の
技
硝
次
第
で
晶
質
が
決

定
さ
れ
る
か
ら
懸
命
の
仕
事
で
あ
ら
う
｡
出
凍
上
っ
た

セ
タ

炭
は
岩
手
､
聞
ケ
原
へ

背

故

で
運
ぶ
｡
這
ふ
戒
を
坂
道

を
で
あ
る
.
土
地
で
は
こ
れ
を
｢
泉
を

オ
ヒ
ネ
ル
L
或
は

｢
炭
を
セ
ド
ル
｣

と
言
っ
て
居
る
｡
五

貫
入
三
億
を
岩
u

手
付
ま
で
運
ぶ
と
前
記
の
櫨
に
三
十
九
銀
､
据
膳
は
多

-
食
料
の
米
を
オ
七
ネ
る
｡
米

一
俵
の
運
賃
は
六
十
銀

也
だ
が
大
抵
二
斗
宛
二
回
に
運
ん
で
屠
る
0

冬
79
一
月
を
越
す
頃
は
三
四
八
の
等
は
現
れ
て
､
家

で
は
男
は
岩
手
村
か
ら
買
入
れ
た
義
で
機
械
編
の
純
を

造
少
女
は
炭
俵
を
編
む
､
炭
俵
盈

月
へ
ば

一
億
五
銀
ほ

っ
-
｡

一
日
二
十
枚
位
は
造
る
と
言
ふ
｡

正
月
は
依
然
菌
正
月
で
'
そ
れ
が
終
っ
て
軍
が
消
え

か
ゝ
る
と
再
び
新
切
-
が
始
ま
る
｡
か
-
て
村
人
は
言

は
î
平
和
に
山
の
恭
し
は
補
足
し
て
'
或
は
無
意
識
的

は
時
に
は
諦
観
的
ほ
'
風
光
代
々
住
み
慣
れ
東
山
の
塵

で
､
此
の
相
を
離
れ
様
と
も
せ
ず
､

一
切
の
近
代
的
文

化
と
は
何
の
闘
カ
も
な
き
か
の
如
-
ほ
'
此
の
生
活
様

式
を
繰
返
し
て
行
-
の

で
あ
る
｡
村
に

一
本
の
ア
ン
チ

節
三
娩

三
四

五
二

ナ
を
も
見
出
す
事
が
出
凍
な

い
の
は
電
束
の
周
韻
が
な

い
か
ら
で
､
夜
は
筆
者
に
は
幼
年
時
代
を
忠
弘
浮
べ
や

柔
ら
か
い
ラ
ン
プ
の
光
が
輝

い
七
居
る
の
む
月
夜
｡

七
､
食

べ

物

古
屋
は
現
華
各
月
米
食
だ
J
J
の
事
で
あ
恕

～

撃

製
茶
と
養
荒
と
薬
草
の
山
村
で
刺
殺
の
蕉
産
が
皆
無
に

近

い
か
ら
で
あ
る
｡
米
は
岩
手
村
か
ら
買
ふ
｡

藩
政
時
代
に
は
米
を
供
給
し
て
免
れ
る
岩
手
村
が
竹

中
氏
領
で
'
春
日
の
谷
は
大
垣
滞
領
で
あ
っ
カ
闘
係
か

ら
'
凶
作
の
年
に
は
米
の
供
給
を
絶
た
れ
る
輩
が
多
か

っ
た
｡
大
垣
辞
の
首
文
は
つ
き
三
合
八
勺
の
米
の
配
給

も
大
垣
捧
領
衷
佐
相

(
不
破
郡
衷
佐
相
は
古
屋
を
去
る

約
十
三
粁
の
南
方
)
で
行
は
れ
カ
渇
､
峠
h
t越
え
て
行

-
山
路
に
於
で
垂
腹
の
基
盤
死
す
る
者
多
-
､
木
の
芽

革
の
芽
を
食
用
に
供
し
カ
と
は
､
米
食
の
今
日
を
誠
め

る
古
老
の
語
ら
革
で
あ
る
｡

野
菜
は
宅

地
附
鑑
の
僅
か
を
階
段
畑
か
ら
馬
鈴
薯
､

サ

､
グ
'
里
芋
､
北
海
道
カ
ボ
チ
ャ
､

シ
ヤ
ク
シ
ナ
'

小
豆
､
味
噌
瓦
､
ゴ
ボ
ク
､

エ
ソ
'･,h
ン
､
笛
､
基
地
葛



の
粉
や
甘
茶
は
禿
る
迄
､
凡
そ
自
給
自
足
の
重
度
は
栽

培
n
れ
て
居
る
O
北
梅
遭
カ
ボ
チ
ャ
や
馬
鈴
薯
は
勝
る

濃
塵
は
積
上
げ
て
あ
る
事
が
あ
る
｡
蓮
等
で
出
凍
る
だ

け
米
の
消
費
を
節
約
す
る
の
で
あ
ら
う
｡
山
の
芋
.
山

蕗
.
蕨
､
ぜ
ん
ま

い
､
山
葵
､
山
根
の
粗
や
'
ア
マ
ゴ
t

r1
エ

等
の
川
魚
が
主
菜
を
副
食
物
の
役
割
を
す
る
事
は

勿
給

で
あ
る
｡
四
月
未
の
巡
検
の
折
に
は
宿
の
食
膳
は

蕨
の
煮
付
､
山
轍
の
賓
や
葉
の
佃
煮
'
山
葵
の
葉
の
し

た
し
､
笛
の
煮
付
等
々
を
見
出
し
て
､
山
の
味
覚
を
満

喫
し
た
革
で
あ
っ
た
.

豊
岡
は
山
株
で
留
守
に
な
る
事
が
多

い
の
と
冬
の
降

雪
の
為
に
養
親
等
は
金
々
行
は
れ
を

5,
の
で
鶏
肉
や
鵜

卵
の
恩
恵
は
薄
-
､
村
は

l
軒
の
旅
館
を
除

い
て
他
に

は
菓
子
屋
旦
且
腐
屋
も
覆

い
か
ら
､
豆
腐
や
油
揚
は
祭

の
日
に
自
製
す
る
の
外
は
夜

い
｡
農
村
に
於
て
よ
-
見

受
け
る
乾
僻
補
数
の
食
用
も
黍
豊
多
-
て
運
搬
不
便
の

為
は
飴
-

用ひ
ら
れ
な

い
｡

撃
が
多
-
て
冬
寵
の
生
情
が
長

い
の
と
他
に
娯
楽
が

な

い
為
に
飲
酒
を
楽
し
む
風
が
強

い
が
､
そ
れ
も
運
搬

江
浪
紙
上
に
於
け
る
英
艇
の
山
村

と
云
ふ
期
か
ら
考

へ
る
と

一
敗
山
村
以
上
に
出
る
も
の

で
は
な

い
と
瓜

へ
る
｡
斯
-
の
如
-
観
察
し
凍
れ
ば
僅

か
は
高
度
五
官
六
十
米
距
離
六
粁
の
峠
が
如
何
に
菅
尾

の
生
活
を
山
村
ら
し
-
色
彩
み
生
活
を
規
定
す
る
か
む

知
･･a
待
て
､
輯
た
戚
慨
に
堰

へ
覆

い
も
の
が
あ
る
｡

八
､
民

俗

山
は
は
的
ら
し

い
民
俗
が
あ
る
O
十

1
月
三
十
日
に

は
｢
紳
迎
以
｣
が
行
は
れ
､
薯
正
月
の
九
日
と
薯
二
月
九

日
に
は
｢
山
の

話
し
が
行
は
れ
る
｡
餅
と
酒
と
の
A
舵
で

あ
る
｡
御
親
の
餅
米
は
極
-
最
近
ま
で
山
を
越
え
た
岩

手
村
の
あ
る
米
屋
で
､
村
金
牌
と
し
て
中
年

一
期
の
掛

買
を
し
た
も
の
だ
と
言
ふ
｡
米
屋
か
ら
見
れ
ば
各
月
に

三
升
五
升
と
貸
す
よ
少
は
村
塾
健
に
膝
め
て
貨
払
皮
か

つ
カ
の
で
あ
ら
う
し
､
借
･a
る
方
で
も
村
重
機
と
言
ふ

圃
髄
的
威
力
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
ら
う
.-｡
米
産
の
夜

い
山
村
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
｡

啓
正
月
に
は
義
で
大
蛇
を
造
っ
た
少
､
或
は
珍
奇
改

造

か
物
な
し
て
山
の
榊
を
祭
っ
て
居

る
｡
山
の
榊
を
女

性
と
見
て
の
造
物
な
の
で
､
中
に
は
必
ず
し
も
善
良
夜

l
i
]
瓦

五
三



地

球

節
二
十
四
谷

る
風
俗
と

は
言
払
得
な

い
物
も
あ
る
の
で
あ
る
が
.
之

を
止
め
る
と
付
に
火
事
が
多

い
と
怖
れ
て
倉
荷
行
は
れ

で
居
る
｡
附
進
の
柑

々
ほ
も
類
似
の
造
物
が
あ
る
の
で

竹
屋
は
限

っ
た
話
で
は
老

い
が
､
山
村
の
人
達
の
敬
榊

生
活
と
性
任
所
の

コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
二

両
を
見
る

様
な
東
が
す
る
O

コ

･l

カ

･t

後
に
蓮
ぶ
る
魔
が
あ
る
が
､
i;
屋
は
下
流
の
小

宮

榊

､

川
合

の
娘
相
で
あ
る
｡
糊
付
た
る
そ
れ
等
の
柑

々
で
は

早
婚

と
近
親
結
婚
の
胤
が
あ
る
が
'
古
屋
で
は
そ
れ
が

･一
層
強
調

ruれ
て
行
は
れ
で
居
る
.
結
構

は
殆

ル
ビ
利

中
で
行
は
れ
､
他
相
と
の
涌
楯
の
事
賓

は
三
四

十
年
も

前
に
下
流
の
小
高
村
か
ら
嫁
入
っ
て
兼
ね
者
が

.i
人
あ

っ
た
と
言
ふ
位
で
あ
る
か
ら
､
此
の
鮎
で
は
養
老
郡
時

両
夜
ど
の
近
江
と
の
通
楯
が
見
ら
れ
る
塵
と

は
全
-
趣

を
典
に
し
て
居
て
､
孤
立
的
な
純
解
離
衆
落
と
言
っ
た

色
彩
が
極

め
で
濃
厚
で
あ
る
｡
他
付
の
人
と
言

へ
ば
分

数
場
の
先
生
枕
の
も
の
で
あ
る
｡
凡
そ
同

一
の
珪
清
形

態
の
巾
は
あ
る
同
系
の
谷
の
両
村
叉
は
母
材
と
の
間
に

も
通
癖

の
革
質
が
見
Ib
オ1
夜

い
素
面
に
は
ー
色

々
の
酢

節

三
射

三
六

五
四

骨
的
経
済
的
雁
虹
的
偵
件
が
働

い
て
居
る
の
で
あ
ら
う

が
､
筋
頭
に
隔
絶

ruれ
た
る
地
坪
的
位
置
が
最
も
蚤
さ

を
為
す
も
の
で
あ
ら
う
0

結
婚

は
娘
と
男
と
の
各
意
を
親
が
承
謝
す

る
形
式
で

あ
る
と
は
地
相
の
者
の
言
葉
で
p

一
般
に
風
儀
が
よ
-

て
墜
賓
で
普
通
と
典
覆

る
朗
が
夜

い
と
は
付
の
人
の
話

で
あ
る
｡
恭
し
山
村
に
於
で
は
農
村
以
上
に
男
女
和
親

し
む
機
骨
が
多

い
｡
古
屋
に
於
で
も
冬
龍
の
退
屈

さ
か

ら
附
近
の
親
し
き
者
達
が
何
時
と
は
な
-

山
野
の
家
の

櫨
速
に
基

少
､
四
方
山
の
話
に
夜
を
明
か
す
却
79
あ
れ

ば
'
夏
の
孟
蘭
盆
頃
の
幾
夜
を
親
し

き
間
柄
だ
け
は
誰

腫
ら
ず
男
女
入
混
つ
て
踊
ら
融

か
す
事
も
あ
る
｡
そ
う

し
た
事
が
結
婚

の
動
機
を
作
る
事
は
言
ふ
迄
も
な

い
｡

古
屋
は
暫
-
置

き
､
其
の
母
相
た
る
川
合
､
小
宮
細

に
は
今
荷
｢
草
刈
｣
の
奇
習
が
あ
る
.
六
月
下
旬
(
廿
五
､

チ
ヤ
ヤ
T(･I

六
､
七
日
頃
)
養
鷺
と
製
茶
が
終
末
を
曹
げ
る
と
｢
茶

休

｣

を
し
て
統

払
'
翌
日
か
ら
所
謂

｢
草
刈
｣

の
行
革
に
移

る
｡
之
は

村
わ
昔
年
男
女
が

二
寮
に
村
の
立
込
場

(
匿

有
地
)
に
出
で
､
桑
や
茶
の
樹

の
肥
料
と
も
す
る
革
を



刈
取
る
邦
を
云
ふ
の
で
あ
る
が
､
其
の
=
の
村
の
娘
は

化
粧
し
て
出
様
に
は
珍
ら
し
い
.衣
服
を
着
け
て
出
る
｡

改
定
の
刈
取
を
終
れ
ば
後
に
は
若
者
と
の
楽
し

い
語
ら

以
が
あ
る
の
で
其
の
日
り
仕
事
は
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー

ド
を
持
っ
て
行
は
れ
る
と
か
言
ふ
｡
山
村
は
適
は
し

い

｢
草
刈
唄
｣
が
其
の
時
は
聞
か
れ
る
｡
叉
同
系
の
粕
川
谷

の

l
支
谷
た
る
美
東
に
は
｢
款
あ
げ
｣
と
柄
す
る
秋
祭
が

･行
は
れ
る
｡
十

一
月
廿
三
日
で
あ
る
｡
此
の
冒

一
日
は
金

-
の
開
放
日
で
或
程
度
の
道
徳
的
過
失
が
猷
寵
ru
れ
る

と
rb
へ
言
は
れ
で
居
る
｡
以
上
の
如

き
如
何
に
も
山
村

ら
し
き
習
俗
が
古
屋
に
於
で
は
明
瞭

に
は
現
は
れ
で
居

覆

い
し
.結
婚
式
の
夜
も相
の
膏
年
が
三
十
貫
か
ら
五
十

賞
の
大
石
を
轄
ぎ
込
ん
で
耽
編
の
印
と
す
る
美
東
附
近

の
奇
習
む
も
'
同
系
の
谷
で
は
あ
る
が
持
っ
て
居
な

い
.

そ
れ
等
は
恐
ら
-
は
村
と
L
y
の
歴
史
が
比
較
的
浅

い

事
と
小
さ
い
孤
立
栄
蕗
で
面
も
近
親
結
婚
を
行
ふ
魔
か

ら
'
統
制
あ
る
基
囲
生
活
が
行
は
れ
で
､
上
適
の
如

き

奇
習
の
教
生
乃
至
は
模
倣
を
妨
げ
た
の
で
も
あ
ら
う

が

主
因
は
戸
数
の
少
な

い
関
係
か
ら
若
者
の
数
が
少
な

い

.江
放
出
上
に
於
け
る
葵
城
の
山
村

郡
と
､
馬
は
そ
の
勢
力
が
意
外
は
小
ru
い
鮎
某
で
は
な

い
か
と
息
ふ
｡
惰
っ
て
そ
れ
が

一
の
克
派
夜
行
軍
乃
至

は
慣
習
と
し
て
成
立
は
し
な
か
つ
た
に
し
で
も
'
凡
を

同
じ
意
味

は
於
け
る
壁
活
が
'
蝿
異
の
少
を

い
か
J
る

山
村
に
絶
無
で
あ
る
と
は
考

へ
ら
れ
夜

570
他
凝
着
の

一
人
7P
住
ん
で
居
な

い
生
え
按
の
人
ば
か
-,h
の
村

へ
丙

三
度
粥
槍
を
行
っ
た
だ
け
で
は
容
易
は
其
の
全
貌
を
明

か
ほ
し
得
覆

い
が
'
村
は
意
外
に
姉
女
房
の
多

い
革
な

ど
を
開

い
て
意
味
挽

い
現
象
で
あ
る
と
瓜
つ
ね
｡

九
'
文
化
系
統

(結
び
)

小
川
祭

一
氏
の
揖
斐
那
史
に
疲
れ
ば
｢

古
屋
は
川
合

の
出
郷
ほ
し
で
酉
南

一
里
牢
の
地
鮎
に
あ
予
｣と
あ
る
｡

今
古
屋
で
最
も
多

い
小
寺
姓
や
坂
口
姓
の
家
は
川
合
系

統
で
あ
わ
､
藤
原
姓
の
家
は
小
宮
醐
系
統
で
あ
る
と
村

の
人
は
言
ふ
｡
宗
教
観
係
を
見
る
に
古
屋
に
は
寺
院
が

衣
-

(醐
配
は
海
月
紳
就
J
J柄
す
る
立
派
を
も
の
が
あ

る
)
川
合
系
統
と
言
は
れ
る
家
は
川
合
の
浄
土
宗
鎮
西

派
光
明
寺
､
小
宮
醐
系
統
と
言
は
れ
る
家
は
小
宮
碑
の

本
願
寺
派
光
条
寺
に
屈
し
て
居
る
｡

≡

七

草
五



地

球

葬
二
十
四
容

更
に
甘
屋
の
問
方
二
粁
錫
の
地
熱
は
笹
叉
と
栴
す
る

月
数
十
七
月
ば
か
少
の
夏
季
輯
作
の
村
即
ち
季
節
的
移

動
栄
藤
が
あ
る
が
其
母
相
は
川
合
と
小
宮
榊
で
あ
る
｡

(粧
又
の
季
節
的
移
動
衆
蕗
は
就

い
て
は
後
日
詳
翻
在

る
報
告
を
し
皮

い
と
;-3
ふ
)
そ
れ
等
数
枚
倉
す
る
と
古

屋
の
移
住
系
統
は
川
下
の
川
合
､
小
官
榊
で
あ
る
事
は

先
づ
間
違
は
覆

い
｡
移
住
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
､
海

月
榊
牡
が
元
亀
年
間
竹
中
準
兵
衛
夫
人
の
新
願
せ
し
朗

で
あ
る
と
言
ふ
か
ら
､
衆
蕗
は
少
夜
-
墾

二
官
五
十
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
O

最
後
に
古
屋
の
文
化
系
統
を
観
る
ほ
替
っ
て
次
の
諸

瓢
は
牲
目
に
償
す
る
事
柄
だ
と
瓜
ふ
｡

(
1
)永
稚
年
間
此
の
鼎
川
谷

完
竹
は
近
江
の
佐
々
木

六
角
の
支
配
地
で
あ
っ
た
｡
古
屋
の
栗
ケ
岳
に
は
今
魯

文
経
年
問
に
近
江

へ
移
璃
し
た
と
樽

へ
ら
れ
る
佐
々
木

氏
の
観
音
寺
跡
が
あ
る
と
朗
い
ね
｡
又
天
正
十
九
年
頃

は
近
江
佐
和
山
の
石
些

二
成
の
支
配
下
で
,9
あ
っ
た
｡

(
二
)
粕
川
の
谷
を
督
｢
漉
州
君
ケ
畑
｣

と
言
っ
た
と
村

人
は
語
り
で
居
る
｡
江
州
愛
知
郡
の
君

ケ
畑
､
犬
上
郡

飾
三
排

三
八

五
六

オ

ジ

の
大

君

ケ
畑
と
関
係
あ
わ
乗
を
地
名
で
は
あ
る
0

近
江
か
ら
金
閣
に
分
布
し
カ
木
地
屋
が
美
段
の
揖
斐

谷
や
娘
尾
谷
は
入
っ
た
轟
は
小
川
氏
の
揖
斐
郡
史
に
も

記
載
さ
れ
て
居
る
が
､
粕
川
の

1
支
谷
た
る
谷
山
の
小

倉
も
亦
木
地
屋
で
あ
っ
た
と
富
は
れ
る
｡
藩
政
時
代
の

粕
川
谷
は
大
垣
啓
の
支
配
下
に
あ
つ
ね
が
大
垣
滞
御
預

ヵ
の
｢
官
有
姓
｣と
し
て
の
誇
タ
を
持
ち
'
明
治
二
十
年

頃
ま
で
は
女
子
の
昔
の
両
端
に
菊
花
の
模
様
を
縫
払
込

人
で
あ
っ
た
と
言
ふ
.
兎
に
角
｢
濃
州
粛
ケ
畑
｣
の
地
名

は
色
濃

い
近
江
や
上
方
と
の
踊
係
を
聯
憩
せ
し
め
ず
ほ

は
鷺
か
覆

い
79
の
で
あ
る
｡

(
≡
)古
屋
の
入
母
屋
萱
等
の
民
家
の
牛
は
其
の
屋
根

の
形
式
に
於
で
江
州
系
で
あ
る
｡
棟
櫛
の
両
端
が
妻
に

督
る
三
角
形
の
煙
出
し
の
位
置
よ
カ
ブ
ツ
と
長
-
延
び

て
覆
以
か
ぶ
芸
つ
.て
､
家
の
正
面
か
ら
見
る
と

一
種
の

威
厳
を
不
す
の
は
江
州
に
於
で
見
ら
れ
る
79
の
で
､
美

濃
系
統
の
棟
の
爾
輔
が
垂
直
に
切
れ
て
居
る
も
の
と
は

違
っ
て
居
る
｡
又
蓑
浪
平
坦
部
に
少
老

い
入
母
屋
斐
人

が
此
塵
で
は
多
-
見
ら
れ
る
の
も
Jt:i州
の
影
響
で
夜
け



れ
ば
な
ら
な

い
0
今
日
で
は
大
工
も
屋
根
等
の
職
人
79

美
濃
か
ら
多
-
入
る
横
に
な
っ
た
が
､
封
建
以
前
に
は

揖
斐
谷
や
遠
-
根
尾
谷
ま
で
江
州
の
大
工
が
入
っ
て
居

た
棟
は
､
(
納
札
建
築
は
特
に
江
州
の
棟
鞄
に
依
っ
て
為

さ
れ
た
)
此
の
村

へ
も
普
鈷
距
離
の
踊
係
か
ら
進
出
し

た
に
相
違
な

い
｡

ハ
四
)
今
口
で
も
茶
商
其
他
の
長
演
商
人
の
進
出
を
見

る
堪
で
あ
る
が
昔
は
よ
少
眼
力
夜
長
洛
商
人
の
商
圏
内

で
あ
っ
た
都
が
古
老
に
依
っ
て
語
ら
れ
る
｡

(
五
)
近
江

へ
山
疎
に
出
る
者
の
言
は
疲
れ
ば
､
夏
着

と
栴
す
る
腕
の
着
物
を
用
S
､
冬
79
こ
れ
を
重
着
す
る

セ
勿

事
.
或
は

背

紋

の
形
か
ら
腰
箕
の
静
で
方
'
さ
て
は
手

拭
の
か
ぶ
少
方
ま
で
江
州
の
愛
知
犬
上
郡
蓮
と
酷
似
す

る
と
.云
ふ
が
'
ど
の
親
皮
攻
で
確
資
性
が
あ
る
か
は
輩

者
に
は
即
断
が
出
水
な

い
O

併
し
夜
が
ら
､
以
上
の
諸
瓢
を
考
慮
に
入
れ
る
時
に

今
日
で
は
行
政
区
割
的
ほ
も
､
交
通
的
ほ
79
､
文
化
的

に
も
美
濃
の
古
屋
で
は
あ
る
が
'
封
建
以
前
に
は
必
ず

や
近
江
の
上
方
文
化
を
よ
カ
多
-
吸
収
し
て
其
の
文
化

江
地
境
上
に
於
け
る
英
淡

の
山
村

圏
内
に
あ
っ
た
事
で
あ
ら
う
し
､
特
に
其
の
文
化
の
影

響
を
保
守
的
な
山
村
で
あ
っ
た
だ
け
は
長
-
今
日
ま
で

停
承
し
て
凍
て
居
る
と
恩
ほ
れ
る
の
で
､
観
察
す
れ
ば

す
る
程
美
濃
と
は
異
在
っ
た
多
-
の
･Q
の
が
あ
る
の
で

は
を

い
か
と
瓜
は
れ
る
｡
そ
う
し
た
悪
塊
で
は
江
浪
壇

上
の
山
村
時
山
も
古
屋
も
姉
妹
衆
落
と
し
で
の
瓶
似
性

を
磯
推
し
て
居
る
と
見
る
罫
が
出
寄
る
が
､
崎
山
が
淀

江
と
血
族
的
ほ
も
交
渉
が
あ
る
の
ほ
射
し
て
'
古
屋
の

場
合
に
は
罫
を
る
文
化
的
交
渉
に
止
っ
て
居
る
か
ら
'

現
状
の
せ
ゝ
で
進
め
ば
時
間
的
に
は
温
か
に
阜
-
菅
尾

は
美
浪
文
化
の
色
彩
で
染
み
滑
n
れ
て
行
-
罫
で
あ
ら

亡ノ
0
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